
 

  進路の決定に向けて 

全力を傾けよう 

 

３年生のみなさんへ 
３年生のみなさん、いよいよ進路を決定するときがやってきました。まだ就職か進学か迷っている人は、早く決め

ましょう。それは、準備は早ければ早いほどいいからです。だからと言って安易に決めず、自分の将来のことをし

っかり考えてください。就職に関しては、ハローワークでは6/1から求人票の受付が始まります。みなさんへの配

布は７月中旬になり、８月初旬には、就職希望の人は就職試験を受ける企業を決めなければなりません。公務員につ

いて、国家公務員は早くも６月１９日には受付が始まります。 

 次に進学ですが、まず総合型選抜入試願書の受付が９／１から開始されます。しかし、エントリーシートの受付はそ

れよりも早い時期を設定している学校がたくさんあります。就職、進学いずれにしろ、昨年度の求人票やオープンキャ

ンパス等で多くの情報を集めるなど、細心の準備をしておくことが大切です。 

 これから、たくさんの企業や学校関係者が進路指導室を訪問されます。また４月下旬からは教員向けの学校説明会、

５月中旬からは島内外の事業所訪問が始まります。進路指導部ではその情報を進路新聞で３年生に発信していきます。

しっかり読むだけでなく、保護者の方にも見せてください。５月中旬からは、生徒向けや保護者向けの進路説明会が

実施されます。それまでに家でよく話し合って、担任の先生にも相談しましょう。それでもわからないことがあったら、

進路指導室まで聞きに来て下さい。そして今の時点での自分の考えをまとめておきましょう。進路指導部のスタッフは

右の６名です。みなさんの進路実現が決まるまで一緒に頑張りましょう。 
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 昨年度末に進路に新しい本が入りました。その中で特におすすめの本が下の、 

☆『君たちが生き延びるために』（天童荒太著）です。 

「自分の人生を、「幸せだ」「充実している」「大変だけど楽しい」など、肯定的な

言葉で表現できるようになるには、よい出会いと、幸運に恵まれることが大切です。

そして、よい出会いと、運に恵まれるには、当たり前ですが、生きている時間が長

いほど、そのチャンスが増えます。」幸せになるには、自分を大事にして生きること

が大前提。では、「自分を大事にして」とはどんなことか？こういう生徒の実際の対

話を糸口に、直木賞作家が、今を生きる若い人に贈る渾身のメッセージ。 

☆『偏差値４５からの大学の選び方』（山内太地著） 

 多くの高校生が「できればあの有名大に行きたい」と思っている。 

でも合格するのは上位の数％だけ。だから重要なのは自分に合う「第２ 

志望校」を選ぶこと。足りないのは努力で 

もお金でもなく情報だ。 

 

看護医療系進学について 
 本校の進学希望者の中で一定の割合を占めているのが看護医療系です。昨

年度の卒業生では看護やリハビリ、柔道整復なども含めると１０名が進学し

約２０％を占めています。ではなぜこれほどまで希望者が多いのか。それは、

やはり病気で困った人を助けるという最もやりがいのある職業のひとつであ

るからでしょう。しかし、それだけでなく、資格を取りさえすれば、男女問

わず安定した収入と身分で生活していけるという条件面も作用していると

思われます。 

様々なジャンルがある医療系 

看護医療系といっても様々なジャンルがあり、看護師を始め、リハビリ系

の理学療法士、作業療法士、視能訓練士、言語聴覚士、柔道整復師さらには

歯科衛生士、臨床工学技師や診療放射線技師、臨床検査技師、救急救命士な

どもあります。また、あまり知られていないようですが、体の不自由な人の

ための道具を作る義肢装具士なども医療関係です。 

強い信念で夢を実現しよう 

これらの職業は一定の専門機関(大学や専門学校)で専門的な技術技能を

身につけ、最後に国家試験に合格する必要があります。学校に入学するのも

なかなか努力がいりますが、入学してからの勉強も相当覚悟がいります。進

級・卒業・国家試験と幾度となく関門が待っています。しかし、なんとして

でもなるのだという強い信念があれば、夢を実現できます。本校からもこれ

まで多くの人がそのような医療関係の職業についています。自分には無理だ

と最初から諦めずに、夢の実現に向かって努力しましょう。進路指導部とし

てもそんなあなた方を全面的にバックアップしたいと考えています。 

奨学金制度も充実 

 医療系に進みたいが、経済的に進学は難しいと考えている人もいるかと思

います。しかし、医療系の分野にも様々な奨学金制度が用意されています。

特に看護師は慢性的に人員が不足しているため、学校独自で給付型の奨学金

制度を設けています。一定期間その病院で働くことを条件に、在学中に病院が

奨学金を支給してくれる「病院奨学金制度」も利用できる場合もあります。それ

らを活用してあなたも看護医療系にチャレンジしませんか。 

特別奨学金制度も 

 関西看護医療大学では、学校独自の奨学金と病院奨学金制度をダブルで活

用する「総合型選抜（授業料減免・補助型）」を昨年度から実施しています。

この入試に合格すれば、４年間学費無料で学ぶことができます。５月２１日(日)

からのオープンキャンパスで事前説明会があるので、興味のある人は是非参加

してください。３年生だけでなく２年や１年でも参加可能なので進路指導部

まで問い合わせてください。 

 また関西総合リハビリテーション専門学校も「特待生入試」が始まっています。

これに合格すると初年度の学費が入学金の１０万円だけで、３年間トータルで

１００万円近く安くなります 

。是非挑戦してみよう。 
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求人情報一覧表について 
 今年度の資料は夏休みに入るまでには配布する予定です。その資料をもとに

就職試験の受験希望先を選びます。興味を持った企業については、進路指導室

や進路資料室等にある求人票やパンフレットなどで、職種(仕事の内容)、給料

や休日など詳しい情報を調べましょう。これらは、自由に閲覧することができ

ますが、ルール(下の説明)を守ってください。 

さらに、夏休みから始まる応募前職場見学にできるだけ参加しましょう。

「どんなところで、どんな人たちがどんな仕事をしているのか」を見るだけで

も、企業を選択する上で大切なことだと思います。また、島外での就職を希望

している人は生活するところ(寮など)も確認できます。 

 今年度も求人を出してくれるかどうかは先輩たちが頑張っているかで決ま

ります。３年生もぜひ、そのバトンを後輩に渡すことができるようになって

ください。                        就職担当  

 

 

 

 

☆進路指導部スタッフ 

大山 博康 総括・就職 

岡   祐依 ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ・就職・公務員 

稲永 博和 進学・高大連携 

服部 亮二  進学・進学データ処理 

尾崎 将司 就職データ処理 

清水 真美 全般 

 → 場所はＡ棟２Ｆです。 

☆今後の日程 

5/12(金) 進路説明会 (保護者)３年 

5/23(火)～ 中間考査 

6/16(金) 進路ガイダンス(３年) 

 

 

新刊案内～進路指導室に新しい進路関係図書が入りました！ 

 その他進路

に関する本が

たくさんある

よ。進路資料

室においてい

るので見に来

てください。 

進路指導室のファイル閲覧のルール 

必ず、ファイルはもとの位置にもとの状態に戻す。 

→ もとの状態とは、「逆さ」なら「逆さ」の状態で戻す。 

※名前が逆さになっているファイルは、求人がなかったことを意味する。 

ファイルの背表紙 

(求人があった企業) 
ト
ヨ
タ
自
動
車 

☆『クリニック・薬局で働く人た

ち』(橋口佐紀子著)  

 「しごと場見学シリーズ」

の一つ。この本はクリニッ

ク・薬局で働く人の仕事の現

場としくみがよくわかる本

だ。眼科、小児科、歯科、薬

局で働く人の仕事ぶりがわ

かりやすくインタビュー形

式で掲載されている。 


